
後期高齢者医療制度　４月から保険料率などが変わります
広島県後期高齢者医療広域連合　業務課　☎０８２－５０２－３０６０　

保健医療課　☎４２－５６１９

平成 26 年度
平成 27 年度
年間保険料

均等割額 均等割額

所得割額
所得割額

平成 28 年度
平成 29 年度
年間保険料

所得割額の計算式は以下のとおりです。

（総
※
所得金額等－基

（３３万円）
礎控除）×所

（８．９７％）
得割率

※総所得金額等とは、「年金収入－公的年金控除」「給与収入－給
与所得控除」「事業収入－必要経費」等で社会保険料控除等の各
種所得控除前の金額です。また、退職所得以外の分離課税の所得
金額（土地・建物や株式等の譲渡所得などで特別控除後の額）も
総所得金額等に含まれます。

44,032 円 44,795 円

平成 28 年 4 月からの変更内容

　　　　　平成 26・27 年度　　　平成 28・29 年度
均等割額　44,032 円　  44,795 円
所得割率　  　8.43％　　    8.97％

保険料は、平成 28 年 4 月から平成 29 年 3 月までを 1 年
間とし、下の計算式で年間保険料を計算します。

年
（限度額57万円）
間保険料＝均

（44,795円）
等割額＋所得割額

わしは所得が低くて、平成 27 年
度までは、保険料を安く（＝保険料
の軽減）してもろうとったんじゃが
…どうなるんじゃろ？

学生納付特例制度のお知らせ

三次年金事務所　☎０８２４－６２－３１０７

おじいさん、大丈夫よ。
所得の少ない世帯の人や、健康保険組合
等の被扶養者だった人には、これまでと
同じように「保険料の軽減」があるんよ。
詳しくは、平成 28 年 7月に届く
「決定通知書」をよーく見んさいね。
所得の申告をしてないと軽減されていな
いこともあるから注意するんだよ。

●
制
度
内
容
に
つ
い
て

　
20
歳
以
上
の
方
は
、
学
生
で
あ
っ
て

も
国
民
年
金
に
加
入
し
な
け
れ
ば
な
ら

ず
、
国
民
年
金
保
険
料
の
納
付
が
義
務

付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　
し
か
し
、
学
生
の
方
は
一
般
的
に
所

得
が
少
な
い
方
が
多
い
た
め
、
本
人
の

所
得
が
一
定
額
以
下
の
場
合
、
国
民
年

金
保
険
料
の
納
付
が
猶
予
さ
れ
る
「
学

生
納
付
特
例
制
度
」
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。

　
対
象
と
な
る
「
学
生
」
と
は
、
学
校

教
育
法
に
規
定
す
る
大
学
（
大
学
院
）、

短
期
大
学
、
高
等
学
校
、
高
等
専
門
学

校
、
専
修
学
校
及
び
各
種
学
校
（
修
業

年
限
１
年
以
上
の
課
程
）、
一
部
の
海

外
大
学
の
日
本
分
校
に
在
学
す
る
方

で
、
夜
間
・
定
時
制
課
程
や
通
信
課
程

の
方
も
含
ま
れ
ま
す
。
そ
し
て
本
人
の

前
年
所
得
が
次
の
計
算
式
で
計
算
し
た

金
額
以
下
で
あ
る
こ
と
が
条
件
で
す
。

な
お
、
家
族
の
方
の
所
得
の
多
い
少
な

い
は
問
い
ま
せ
ん
。

▼
所
得
基
準

　
１
１
８
万
円
＋
（
扶
養
親
族
等
の
数

×
38
万
円
）
＋
社
会
保
険
料
控
除
等

●
申
請
の
方
法

　
次
の
書
類
を
添
付
し
て
、
お
近
く
の

市
役
所
本
庁
・
各
支
所
で
申
請
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

▼
添
付
書
類

①
国
民
年
金
手
帳

②
在
学
期
間
が
わ
か
る
在
学
証
明
書
の

原
本
ま
た
は
、
学
生
証
の
コ
ピ
ー

（
裏
面
に
有
効
期
限
、
学
年
、
入
学

年
月
日
の
記
載
の
あ
る
も
の
は
裏

面
を
含
む
）

③
退
職
（
ま
た
は
失
業
）
し
た
方
が

申
請
を
行
う
と
き
は
、
雇
用
保
険

受
給
者
証
、
雇
用
保
険
被
保
険
者

離
職
票
等
の
退
職
（
ま
た
は
失
業
）

し
た
こ
と
を
確
認
で
き
る
書
類

●
注
意
点

　
学
生
納
付
特
例
の
承
認
期
間
は
４
月

か
ら
翌
年
３
月
ま
で
と
な
り
ま
す
が
、

承
認
を
受
け
た
次
の
年
度
も
在
学
予
定

で
あ
る
場
合
、
３
月
か
ら
４
月
は
じ
め

頃
に
再
申
請
の
用
紙
（
ハ
ガ
キ
）
が
送

ら
れ
て
き
ま
す
の
で
、
引
き
続
き
学
生

納
付
特
例
制
度
の
申
請
を
希
望
さ
れ
る

場
合
は
、
必
要
事
項
を
記
入
の
う
え
、

年
金
事
務
所
等
へ
ご
返
送
く
だ
さ
い
。

●
保
険
料
の
追つ
い
の
う納
に
つ
い
て

　
学
生
納
付
特
例
期
間
に
つ
い
て
は
10

年
以
内
（
例
え
ば
平
成
28
年
４
月
分
は

平
成
38
年
４
月
末
ま
で
）
で
あ
れ
ば
保

険
料
を
遡
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）

が
で
き
ま
す
。
将
来
受
け
取
る
年
金
額

を
増
額
す
る
た
め
に
も
、
追
納
す
る
こ

と
を
お
勧
め
し
ま
す
。
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各種手当額の改定が行われます

　
全
国
消
費
者
物
価
指
数
の
変
動（
０
・

８
％
の
引
き
上
げ
）
に
伴
い
、
平
成
28

年
度
の
児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶

養
手
当
・
特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児

福
祉
手
当
・
経
過
的
福
祉
手
当
が
４
月

か
ら
増
額
改
定
さ
れ
ま
す
。

※
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
障
害
児
福
祉

手
当
は
、
障
害
の
状
態
の
審
査
に
よ
り

併
給
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
各
種
手
当
の
支
給
要
件
・
申
請
に
必

要
な
書
類
に
つ
い
て
は
、
事
前
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　
こ
の
法
律
は
、
障
害
の
あ
る
人
へ
の

差
別
を
な
く
す
こ
と
で
、
障
害
の
あ
る

人
も
、
な
い
人
も
共
に
生
き
る
社
会
を

つ
く
る
こ
と
を
め
ざ
し
て
い
ま
す
。

　
法
律
で
は
、｢

不
当
な
差
別
的
取
扱

い｣

と
「
合
理
的
配
慮
を
し
な
い
こ
と
」

が
差
別
で
あ
る
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

●
「
不
当
な
差
別
的
取
扱
い
」
と
は
？

　
正
当
な
理
由
が
な
い
の
に
、
障
害
が

あ
る
と
い
う
こ
と
で
サ
ー
ビ
ス
の
提
供

を
拒
否
し
た
り
、
制
限
し
た
り
、
ま
た

は
条
件
を
つ
け
た
り
す
る
こ
と
で
す
。

●｢

合
理
的
配
慮｣

っ
て
な
に
？

　
障
害
の
あ
る
人
か
ら
、
困
っ
て
い
る

こ
と
を
取
り
除
い
て
ほ
し
い
と
求
め
ら

●
お
問
い
合
わ
せ
先

児
童
扶
養
手
当
・
特
別
児
童
扶
養
手
当

子
育
て
支
援
課
　
☎
47
‐
１
２
８
３

特
別
障
害
者
手
当
・
障
害
児
福
祉
手
当
・

経
過
的
福
祉
手
当

社
会
福
祉
課
　
☎
42
‐
５
６
１
５

月額の変更
手当の区分

H28 年度
4月からの月額

児童扶養手当
（全部支給）

42,330 円

特別児童
扶養手当

1級 51,500 円
2級 34,300 円

特別障害者手当 26,830 円

障害児福祉手当 14,600 円

経過的福祉手当 14,600 円

子育て支援課　☎４７－１２８３　
社会福祉課　☎４２－５６１５

「まごころ代行サービス」
をご利用ください

財政課　☎４２－５６２３

●
ま
ご
こ
ろ
代
行
サ
ー
ビ
ス
と
は

　
市
職
員
が
市
の
発
行
す
る
証
明
書
等

の
代
理
申
請
や
、
市
役
所
へ
の
提
出
物

の
預
か
り
等
を
行
う
サ
ー
ビ
ス
で
す
。

●
利
用
対
象
者

　
一
人
で
外
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
、

い
わ
ゆ
る
交
通
弱
者
で
次
に
該
当
す
る

市
民
の
方
に
な
り
ま
す
。

①
65
歳
以
上
の
高
齢
の
方

②
障
害
の
あ
る
方

③
そ
の
他
、
市
長
が
対
象
者
と
同
等
の

状
態
に
あ
る
と
認
め
た
方

●
サ
ー
ビ
ス
の
内
容

①
次
の
証
明
書
等
の
代
理
申
請
、
自
宅

等
へ
の
配
達

・
印
鑑
登
録
証
明
書

・
戸
籍
関
係
証
明
書
（
本
人
、夫
、妻
、

子
、
孫
、
父
母
、
祖
父
母
分
の
み
）

・
戸
籍
附
票
（
同
右
）

・
住
民
票
（
本
人
、同
一
世
帯
分
の
み
）

・
所
得
、課
税
、納
税
証
明
書
（
同
右
）

②
保
健
医
療
関
係
、
福
祉
関
係
に
関
す

る
申
請
、
そ
の
他
の
手
続
き

③
市
役
所
へ
の
提
出
物
の
預
か
り
及
び

簡
易
な
依
頼
等
へ
の
対
応

　
詳
し
く
は
近
隣
の
市
職
員
や
地
域
の

民
生
委
員
に
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ

い
。

夜間納付窓口のお知らせ

税務課　☎４２－５６１４

　
税
務
課
で
は
、
昼
間
仕
事
な
ど
の
都

合
で
金
融
機
関
で
の
納
付
が
で
き
な
い

方
の
利
便
性
を
図
る
た
め
毎
月
１
回
、

夜
間
納
付
窓
口
を
開
設
い
た
し
ま
す
。

●
開
設
日

毎
月
第
４
木
曜
日
（
左
表
参
照
）

※
第
４
木
曜
日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日

●
納
付
が
で
き
る
も
の

　
市
税
（
市
県
民
税
、
固
定
資
産
税
、

軽
自
動
車
税
、
国
民
健
康
保
険
税
）

　
そ
の
他
の
料
金
等
に
つ
い
て
は
、
納

付
書
を
お
持
ち
い
た
だ
け
れ
ば
納
付
で

き
ま
す
。

開設日
4月 4月 28 日
5月 5月 26 日
6月 6月 23 日
7月 7月 28 日
8月 8月 25 日
9月 9月 23 日
10 月 10 月 27 日
11 月 11 月 24 日
12 月 12 月 22 日
1月 1月 26 日
2月 2月 23 日
3月 3月 23 日

平成 28 年度
夜間納付窓口開設日

場所　安芸高田市役所
　　　税務課
時間　17：15 ～ 19：00

れ
た
と
き
に
、
過
重
な
負
担
と
な
ら
な

い
範
囲
で
、
障
害
に
あ
っ
た
必
要
な
工

夫
や
、や
り
方
で
対
応
す
る
こ
と
で
す
。

平成２８年４月
障害者差別解消法がスタートしました

社会福祉課　☎４２－５６１５

民間事業者
（会社・お店など）

行政機関
（役所）

不当な差別的取扱い 禁止 禁止

合理的配慮 努力義務 法的義務

【相談窓口】
社会福祉課　☎　４２－５６１５
　　　　　　FAX ４２－２１３０
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